
熊本学園大学　文学・言語学論集　第21巻第２号（2014年12月25日）（172）― 60 ―

(1)

「
北
塞
記
畧
」
訳
注
（
一
）

　

T
h
e an
n
otated tran

slation
 of B

u
k-S
ay
-G
i-L
y
ak

（I

）

訳
者　

宮　

下　

尚　

子
（M

IY
A
S
H
IT
A
 N
aoko

）

は
じ
め
に

「
北
塞
記
畧
」
と
は
朝
鮮
李
王
朝
景
宗
（
一
六
八
八―

一
七
二
四
、
在
位
一
七
二
○―

一
七
二
四
）
か
ら
純
祖
（
一
七
九
〇―

一
八
三
四
、
在
位
一
八
〇
〇―

一
八
三
四
）
の
四
代
に
か
け
て
文
臣
を
担
当
し
た
洪
良
浩
（
号
を
耳
溪
と
称
す
、
一
七
二
四―

一
八

○
二
）
の
著
作
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
書
は
、
小
倉
進
平
『
朝
鮮
語
學
史
』（
東
京
：
刀
江
書
院
、
一
九
二
○
）
に
お
い
て
、
咸
鏡

道
方
言
語
彙
を
断
片
的
に
記
録
し
た
も
の
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
以
下
、
小
倉
（
一
九
二
○
）
よ
り
の
引
用
で
あ
る
。

又
咸
鏡
道
方
言
に
關
し
て
は
洪
良
浩
著
「
北
塞
記
略
」
中
「
孔
州
風
土
記
」（
孔
州
は
慶
興
）
の
條
に
、

「
面
謂
之
社
、
民
謂
之
郷
徒
、
郷
族
謂
之
品
官
、
自
南
徙
者
謂
之
人
居
、
巫
覡
謂
之
師
、
里
中
公
事
謂
之
風
俗
、
私
奴
謂
之
土
奴
。」

「
門
曰
烏
喇
、
山
峰
曰
嶂
、
高
阜
曰
德
、
邊
涯
曰
域
、
牆
壁
曰
築
、
淺
灘
曰
膝
、
猫
曰
虎
樣
、
貰
牛
曰
輪
道
里
、
鳥
網
曰
彈
、

狭
戸
曰
生
契
、
南
曰
前
、
北
曰
後
」
と
あ
る
。
以
上
は
往
時
の
中
央
官
吏
が
半
島
の
南
部
或
は
北
部
に
赴
任
駐
在
し
て
手
錄
し

得
た
方
言
的
單
語
の
断
片
に
過
ぎ
ぬ
が
、
そ
れ
ら
の
多
く
が
今
日
と
雖
も
其
等
の
地
方
に
、
多
少
づ
ヽ
異
な
つ
た
語
形
・
意
義

を
以
て
分
布
せ
ら
れ
て
居
る
こ
と
は
、
頗
る
興
味
あ
る
事
實
で
あ
る
（
以
上
、
小
倉
一
九
二
○
、
一
○
三―

一
○
四
頁
よ
り
引

用
）。
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こ
の
ほ
か
、
小
倉
（
一
九
二
七
）『
咸
鏡
南
北
道
方
言
』、
小
倉
（
一
九
二
九
）『
平
安
南
北
道
の
方
言
』、
小
倉
（
一
九
三
○
）『
咸

鏡
南
道
及
び
黃
海
道
方
言
』
に
お
い
て
も
「
北
塞
記
畧
」
に
触
れ
て
い
る
。

古
く
朝
鮮
人
に
し
て
咸
鏡
道
の
言
語
に
就
き
記
述
し
た
も
の
を
多
く
發
見
す
る
こ
と
が
出
來
ぬ
。「
北
塞
記
略
（
マ
マ
）
」
に
。

面
謂
之
社
、
民
謂
之
郷
徒
、
郷
族
謂
之
品
官
、
自
南
徙
者
謂
之
人
居
、
巫
覡
謂
之
師
、
里
中
公
事
謂
之
風
俗
、
私
奴
謂
之
土
奴
。

門
曰
烏
喇
、
山
峰
曰
嶂
、
高
阜
曰
德
、
邊
涯
曰
域
、
牆
壁
曰
築
、
淺
灘
曰
膝
、
猫
曰
虎
樣
、
貰
牛
曰
輪
道
里
、
鳥
網
曰
彈
、
狭

戸
曰
生
契
、
南
曰
前
、
北
曰
後

小
車
名
曰
跋
高
、
無
論
楺
南
木
如
弓
、
後
有
橫
輗
以
受
物
、
輕
疾
勝
車
、
尤
利
雪
上
、
如
風
帆
行
水
。

地
宜
麻
織
細
布
、
無
綿
枲
不
蠶
桑
、
衣
袴
用
狗
皮
、
襪
用
牛
革
長
沒
脛
、
名
曰
多
路
岐
、
不
着
鞋
屝
。

海
棠
實
曰
悅
口
、
茨
仁
曰
馬
房
、
橡
實
曰
栗
。（
小
倉
一
九
二
七
、二
四―

二
五
頁
）

こ
れ
ら
の
引
用
は
、
語
彙
の
み
の
断
片
的
な
も
の
で
あ
り
、
洪
良
浩
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
の
記
載
も
し
く
は
「
北
塞
記
畧
」
の
テ

ク
ス
ト
自
体
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
る
こ
と
な
は
い
。
そ
こ
で
本
稿
は
「
北
塞
記
畧
」
に
つ
い
て
、
そ
の
テ
ク
ス
ト
全
文
の
校
訂
翻

訳
を
通
し
て
、
十
八
、十
九
世
紀
の
咸
鏡
道
及
び
咸
鏡
道
方
言
、
延
い
て
は
中
国
朝
鮮
語
（
特
に
旧
間
島
地
区
で
現
在
も
行
わ
れ
て

い
る
朝
鮮
語
）
研
究
の
基
礎
資
料
を
提
供
す
る
こ
と
を
試
み
る
。

「
北
塞
記
畧
」
テ
ク
ス
ト
は
全
て
漢
文
に
よ
っ
て
書
か
れ
て
い
る
。
翻
訳
と
と
も
に
全
て
の
漢
文
に
和
訓
を
付
す
こ
と
で
、「
正
文
」

と
し
て
の
漢
文
が
持
つ
重
み
と
雰
囲
気
を
少
し
で
も
正
確
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
努
め
た
。
な
お
、
原
テ
ク
ス
ト
は
全
て

正
字
体
（
旧
字
体
）
で
書
か
れ
て
い
る
た
め
、
テ
ク
ス
ト
の
引
用
お
よ
び
訳
文
に
は
旧
字
体
を
用
い
た
。
解
説
等
の
地
の
文
で
は
新

字
体
を
用
い
た
が
、
必
要
に
応
じ
て
旧
字
体
を
使
用
し
た
。

「
北
塞
記
畧
」
な
ら
び
に
耳
溪
洪
良
浩
の
文
章
に
つ
い
て
の
邦
訳
の
試
み
は
管
見
の
限
り
本
稿
以
前
に
は
聞
か
な
い
。
難
字
お
よ

び
句
点
の
解
釈
、
誤
字
誤
訳
を
含
め
、
校
訳
者
の
浅
学
非
才
に
因
る
疎
漏
を
免
れ
得
な
い
こ
と
は
重
々
承
知
し
て
い
る
。
諸
賢
の
御

指
正
を
希
う
所
存
で
あ
る
。
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底
本
に
つ
い
て

朝
鮮
古
書
刊
行
會
に
お
い
て
出
版
さ
れ
た
『
渤
海
考　

北
輿
要
選　

北
塞
記
畧　

高
麗
古
都
徴　

高
麗
圖
經
』
と
い
う
排
印
本
中

に
「
北
塞
記
畧
」
が
見
え
る
が
、
序
跋
な
ら
び
に
撰
者
の
名
無
く
、
排
印
の
元
に
な
っ
た
版
本
（
あ
る
い
は
抄
本
）
の
所
在
に
つ
い

て
の
情
報
を
欠
く
。
京
都
大
学
東
ア
ジ
ア
人
文
情
報
学
研
究
セ
ン
タ
ー
の
「
全
国
漢
籍
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
日
本
所
藏
中
文
古
籍
数
据

庫
）」
に
お
い
て
「
北
塞
記
畧
」
を
検
索
す
る
と
、
以
下
の
２
件
の
情
報
を
得
た
。

（
イ
）
北
塞
記
略
一
卷 
卽
耳
溪
外
集
卷
第
十
二 

朝
鮮 

洪
良
浩 

撰 

日
本 

鈔
本

（
ロ
）
北
塞
記
略 

朝
鮮 
洪
良
浩 

朝
鮮
群
書
大
系
第
十
五
輯 

（
ロ
）
は
先
に
挙
げ
た
朝
鮮
古
書
刊
行
會
よ
り
の
排
印
本
で
あ
ろ
う
。（
イ
）
は
日
本
で
書
写
さ
れ
た
抄
本
で
あ
る
ら
し
い
（
関
西

大
学
所
藏
、
未
見
）。
こ
れ
に
よ
っ
て
「
北
塞
記
畧
」
は
『
耳
溪
外
集
』
と
い
う
書
の
第
一
二
卷
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

排
印
本
（
ロ
）
の
元
と
な
っ
た
版
本
の
情
報
お
よ
び
所
在
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、『
耳
溪
集
』『
耳
溪
外
集
』
は
癸
卯
（
一
八
四
三

年
、
憲
宗
九
年
）
に
四
宜
堂
よ
り
出
版
さ
れ
た
銅
活
字
本
が
存
在
す
る
。
こ
れ
は
洪
良
浩
の
孫
で
あ
る
洪
敬
謨
が
一
八
四
三
（
憲
宗

九
）
年
に
出
版
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
、
訳
者
が
日
本
国
内
で
『
耳
溪
外
集
』
第
一
二
卷
の
所
藏
を
確
認
で
き
た
の
は
、
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
韓
本

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
み
で
あ
っ
た
。
刊
本
の
体
裁
は
『
耳
溪
集
』『
耳
溪
外
集
』
を
通
し
て
同
一
で
あ
り
、
四
周
単
辺
、
有
界
、
上
黒

魚
尾
版
心
に
書
名
（
耳
溪
外
集
）、
巻
数
、
文
書
名
、
葉
数
を
記
す
。
半
葉
の
行
数
、
字
数
は
本
文
が
一
一
行
×
二
○
字
、
銅
活
字

印
本
で
あ
る
。
表
紙
に
「
癸
卯
新
編　

耳
溪
集　

四
宜
堂
藏
」
と
あ
り
、
一
八
四
三
年
に
発
行
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
朝

鮮
古
書
刊
行
会
の
排
印
本
と
は
僅
か
な
字
句
の
異
同
が
あ
る
ほ
か
、
四
宜
堂
本
は
第
二
五
〜
二
六
葉
に
「
白
頭
山
圖
」
を
挟
む
が
朝

鮮
古
書
刊
行
会
の
排
印
本
に
は
図
は
見
ら
れ
な
い
。
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四
宜
堂
本
の
影
印
と
し
て
、
以
下
の
三
種
が
認
め
ら
れ
る
。

（
ハ
）『
原
本
北
塞
記
畧　

南
明
集
諺
解
』（
原
本
國
語
國
文
學
叢
林
三
四
）
서
울
：
大
提
閣
、
一
九
八
七
。

（
ニ
）『
耳
溪
洪
良
浩
全
書
（
上
下
）
』
서
울
：
民
族
文
化
社
、
一
九
八
二
。

（
ヘ
）『
耳
溪
先
生
文
集
』（
一

－

六
）（
韓
國
歴
代
文
集
叢
書
、
韓
國
文
集
編
纂
委
員
會
編
）
서
울
：
景
仁
文
化
社
、

一
九
九
四
。

本
稿
を
作
成
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、（
ハ
）
の
『
原
本
北
塞
記
畧　

南
明
集
諺
解
』
な
ら
び
に
大
阪
府
立
図
書
館
の
電
子
デ
ー
タ

を
参
照
し
た
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
く
。

「
北
塞
記
畧
」
に
つ
い
て

『
耳
溪
外
集
』
巻
一
二
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。「
孔
州
風
土
記
」「
北
關
古
蹟
記
」「
交
市
雜
錄
」「
江
外
記
聞
」「
白
頭
山
考
」「
海
路
考
」

「
嶺
路
考
」
の
七
編
の
文
章
か
ら
成
る
。「
孔
州
風
土
記
」
の
孔
州
と
は
高
麗
時
代
の
呼
称
で
あ
り
、
李
氏
朝
鮮
時
代
に
慶
興
と
改
称
、

一
九
七
七
年
以
後
現
在
は
恩
德
郡
と
さ
れ
て
い
る
。
北
朝
鮮
の
咸
鏡
北
道
東
北
部
に
位
置
し
、
豆
満
江
に
面
し
て
い
る
。
世
宗
の
時

代
に
女
真
族
の
侵
入
に
備
え
設
け
ら
れ
た
い
わ
ゆ
る
「
六
鎮
」（
鍾
城
、
穏
城
、
会
寧
、
慶
源
、
慶
興
、
富
寧
）
に
ほ
ぼ
相
当
す
る

一
帯
で
あ
る
。
六
鎮
の
設
置
と
と
も
に
、
民
戸
を
増
や
し
確
保
し
た
領
域
を
安
定
さ
せ
る
た
め
に
民
戸
を
増
や
す
目
的
で
徙
民
政
策

が
と
ら
れ
、
南
部
か
ら
数
回
の
移
民
が
実
施
さ
れ
た
。「
北
塞
記
畧
」
は
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
下
の
北
方
前
線
の
地
名
風
物
を

記
録
し
た
。
一
五
世
紀
の
地
誌
『
東
國
輿
地
勝
覽
』、
一
八
世
紀
の
地
理
学
者
李
重
煥
の
『
擇
里
志
』
と
同
様
重
要
な
学
術
的
価
値

を
持
つ
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
ま
た
、「
北
塞
記
畧
」
を
は
じ
め
と
す
る
洪
良
浩
の
い
く
つ
か
の
著
述
に
は
当
時
の
咸
鏡
道

方
言
を
漢
字
音
を
用
い
て
表
記
し
た
も
の
が
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
お
り
、
朝
鮮
語
の
方
言
研
究
に
役
立
つ
で
あ
ろ
う

(4)
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貴
重
な
資
料
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
許
多
の
古
籍
の
中
か
ら
数
度
に
わ
た
っ
て
影
印
、
排
印
発
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

そ
の
左
証
で
あ
る
と
も
い
え
よ
う
。

な
お
、「
北
關
古
蹟
記
」
の
「
北
關
」
や
「
北
塞
」
と
は
朝
鮮
半
島
の
北
方
の
要
衝
で
あ
る
六
鎮
や
咸
鏡
道
（
朝
鮮
王
朝
に
お
け

る
行
政
区
域
で
あ
る
八
道
の
ひ
と
つ
。
道
内
の
主
要
都
市
で
あ
る
咸
興
と
鏡
城
よ
り
付
け
ら
れ
た
名
称
で
あ
り
、
現
在
は
咸
鏡
南
道

と
咸
鏡
北
道
に
分
か
れ
て
い
る
）
を
指
し
て
言
う
が
、
咸
鏡
道
だ
け
で
は
な
く
、
豆
満
江
一
帯
の
現
在
は
中
国
側
で
あ
る
琿
春
、
寧

古
塔
、
吉
林
等
の
事
跡
に
つ
い
て
も
述
べ
て
あ
る
。「
交
市
雜
錄
」
と
は
豆
満
江
沿
岸
の
中
国
人
と
の
交
易
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の

で
あ
る
。「
江
外
記
聞
」
は
豆
満
江
以
北
の
寧
古
塔
（
現
在
の
黒
龍
江
省
寧
安
県
の
旧
名
）、
会
寧
、
琿
春
等
の
事
情
に
つ
い
て
述
べ

る
。「
白
頭
山
考
」
は
白
頭
山
（
中
国
名
は
長
白
山
と
い
う
長
白
山
脈
の
最
高
峰
）
の
歴
史
や
地
勢
に
つ
い
て
考
証
し
た
も
の
で
あ
る
。

耳
溪
洪
良
浩

　

撰
者
洪
良
浩
に
つ
い
て
は
、『
耳
溪
集
』
巻
一
八
「
太
史
氏
自
序
」
に
詳
し
い
。
名
門
豊
山
洪
氏
の
出
身
で
、
初
名
は
良
漢
。
字

は
漢
師
、
号
は
耳
溪
。
丹
陽
郡
守
重
聖
の
孫
で
あ
り
、
鎮
輔
の
息
子
で
あ
る
。
洪
鎮
輔
は
洪
良
浩
が
一
○
歳
の
と
き
に
夭
折
し
た
。

そ
の
た
め
洪
良
浩
は
父
の
死
後
伯
父
の
家
に
養
わ
れ
勉
学
に
励
み
、
成
均
館
に
入
り
、
二
四
歳
で
生
員
試
庭
試
文
科
に
合
格
し
二
九

歳
で
翰
林
に
選
補
さ
れ
て
い
る
。
持
平
（
司
憲
部
に
属
す
る
。
正
五
品
）、
修
撰
（
弘
文
館
に
属
す
る
。
正
六
品
）、
校
理
（
弘
文

館
に
属
す
る
。
正
五
品
）
を
務
め
た
後
、
一
七
七
四
年
登
俊
試
に
合
格
し
た
。
英
祖
の
知
遇
を
受
け
、
わ
ず
か
数
ヶ
月
で
六
品
に
昇

進
し
侍
講
院
司
書
（
世
子
に
対
す
る
教
育
を
担
当
し
た
部
署
。
世
子
侍
講
院
を
正
式
名
称
と
す
る
。
司
書
は
正
六
品
）
と
な
っ
た
。

一
七
五
四
年
に
湖
南
（
全
羅
道
の
別
称
）
掌
試
官
と
し
て
申
景
濬
に
拔
擢
さ
れ
る
。
そ
の
後
自
請
し
て
江
東
県
（
平
壌
直
轄
市
域
の

東
部
郊
外
に
位
置
し
、
平
安
南
道
、
黄
海
北
道
と
接
す
る
。
朝
鮮
王
朝
時
代
は
平
安
道
に
属
し
た
）
に
務
め
た
。

　

「
太
史
氏
自
序
」
に
よ
る
と
、
耳
溪
は
中
央
官
僚
と
し
て
凡
俗
な
ま
ま
保
身
に
走
る
こ
と
を
嫌
い
、
地
方
へ
出
る
こ
と
を
自
ら
望

(5)



熊本学園大学　文学・言語学論集　第21巻第２号（2014年12月25日） （167）― 55 ―

ん
だ
よ
う
で
あ
る
。

英
宗
大
王
特
器
之
、
多
所
顧
問
。
每
稱
其
博
學
。
同
列
頗
忌
之
。
良
浩
益
自
斂
晦
。
數
月
特
陞
六
品
階
、
直
除
侍
講
院
司
書

掌
試
。
湖
南
得
人
最
盛
、
及
禮
部
會
圍
魁
元
、
皆
出
湖
南
。
人
至
今
稱
之
、
選
入
玉
堂
。
良
浩
不
樂
在
朝
、
求
外
、
只
江
東
縣
。

【
和
訓
】
英
宗
大
王
は
特
に
之
を
器
と
し
、
多
く
顧
問
す
る
所
と
な
る
。
每
に
其
の
學
の
博
き
を
稱
む
る
。
同
列
頗
る
之
を
忌
〔
に

く
〕
む
。
良
浩
益
〔
ま
す
ま
す
〕
自
ら
晦
〔
く
ら
〕
き
を
斂
〔
の
ぞ
〕
む
。
數
月
に
し
て
特
に
六
品
階
に
陞
る
。
直
に
侍
講
院

司
書
を
除
し
掌
試
す
。
湖
南
は
人
を
得
る
こ
と
が
最
も
盛
ん
に
し
て
、
及
び
て
禮
部
會
圍
魁
元
、
皆
湖
南
を
出
る
。
人
今
に
至

る
も
之
を
稱
し
、
玉
堂
に
選
入
す
。
良
浩
朝
に
在
り
て
樂
し
ま
ず
、
外
を
求
い
、
江
東
縣
を
知
る
。

洪
良
浩
は
江
東
県
に
お
い
て
善
政
を
広
げ
た
が
、
一
年
ぶ
り
に
召
還
さ
れ
た
時
に
は
浮
沈
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
正
祖
の

冊
儲
の
功
労
で
通
政
に
上
が
り
、
承
政
院
に
務
め
た
が
、
慶
州
府
尹
（
慶
州
は
現
在
の
慶
尚
北
道
慶
州
。
高
麗
時
代
に
は
副
都
（
府
）

と
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
府
尹
は
府
の
長
で
あ
る
）、
義
州
（
現
在
の
平
安
北
道
義
州
郡
。
鴨
緑
江
河
口
に
あ
り
高
麗
時
代
以
来
軍
事

や
貿
易
の
拠
点
と
し
て
栄
え
た
）
府
尹
、
洪
州
牧
使
（
牧
と
は
行
政
単
位
。
牧
使
は
牧
の
長
）
を
経
て
、
彼
の
守
令
（
地
方
官
）
と

し
て
の
名
声
は
高
ま
る
一
方
で
あ
っ
た
。
洪
州
合
德
の
大
堤
を
築
き
住
民
に
よ
っ
て
紀
功
碑
が
建
て
ら
れ
、
慶
州
に
い
る
間
に
文
武

王
陵
碑
、
太
宗
武
烈
王
碑
、
眞
興
王
巡
狩
碑
に
関
心
を
持
つ
に
至
っ
た
。

一
七
七
○
年
に
黃
海
道
観
察
使
（
従
二
品
）、
成
均
館
大
司
成
（
成
均
館
に
お
け
る
実
質
的
な
長
。
正
三
品
堂
上
官
）、
経
筵
官
（
国

王
の
学
問
修
養
の
た
め
に
宮
中
で
学
識
の
高
い
臣
下
を
集
め
行
っ
た
経
史
書
勉
強
会
の
メ
ン
バ
ー
）、
侍
講
筵
を
務
め
、
一
七
七
七

年
正
祖
の
側
近
で
あ
っ
た
洪
國
榮
の
勢
道
政
治
に
伴
う
横
暴
が
激
し
く
な
る
と
、
慶
興
府
使
に
左
遷
さ
れ
る
。
こ
の
と
き
三
年
間
閉

門
読
書
し
て
「
六
書
經
緯
」「
大
象
解
」「
萬
物
原
始
」「
朔
方
風
土
記
」
な
ど
を
出
し
た
。

洪
國
榮
の
失
脚
に
伴
い
一
七
八
一
年
、
中
央
に
召
還
さ
れ
、
英
祖
実
録
編
纂
堂
上
官
（
王
と
直
接
議
論
を
交
わ
す
こ
と
の
で
き
る

地
位
。
正
三
品
以
上
）
と
な
っ
た
。
漢
城
府
右
尹
、
大
司
諫
を
歴
任
し
、
翌
一
七
八
二
年
乾
隆
帝
の
七
○
歳
祝
賀
特
使
の
副
使
（
冬

(6)
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至
使
）
と
し
て
清
に
派
遣
さ
れ
た
。
弘
文
館
提
学
吏
曹
判
書
を
経
て
、
一
七
九
一
年
に
平
安
道
観
察
使
と
し
て
多
く
の
成
果
を
残
し

た
。
彼
は
詩
文
に
も
長
じ
て
い
た
の
で
、
清
国
に
お
い
て
も
評
判
が
高
か
っ
た
。
帰
国
後
時
務
六
条
を
疏
陳
し
た
。
こ
れ
は
、
洪
良

浩
が
清
国
へ
赴
い
て
朝
鮮
の
現
状
を
振
り
返
り
上
疏
し
た
も
の
で
、（
一
）
制
車
：
役
車
の
功
用
と
治
道
を
力
說
、（
二
）
甓
法
：
煉

瓦
を
城
壁
、
家
屋
建
築
に
用
い
る
、（
三
）
牧
驢
羊
（
驢
羊
を
牧
す
）
：
牧
畜
に
よ
る
民
富
強
兵
、（
四
）
禁
銅
器
（
銅
器
を
禁
ず
）
：

銅
器
の
代
わ
り
に
磁
器
を
使
わ
せ
、
銅
は
貨
幣
鋳
造
に
用
い
る
こ
と
、（
五
）
罷
氈
帽
（
氈
毛
を
罷
る
）
：
中
國
製
品
の
輸
入
を
禁

じ
る
こ
と
、（
六
）
肄
華
語
（
華
語
を
肄
ふ
）
：
訳
院
敎
育
と
朝
士
に
漢
学
を
学
ば
せ
漢
学
の
調
査
を
徹
底
的
に
さ
せ
る
こ
と
な
ど
、

清
国
で
の
見
聞
及
び
体
験
を
根
拠
に
説
明
し
た
。

一
七
九
四
年
に
再
度
乾
隆
帝
の
年
終
宴
を
祝
う
特
使
（
冬
至
使
。
朝
鮮
王
朝
時
代
毎
年
冬
至
の
時
期
に
中
国
に
派
遣
さ
れ
る
使
者
）

と
し
て
清
国
に
行
き
、
清
国
の
翰
林
修
撰
戴
衢
亨
と
礼
部
尙
書
紀
勻
と
交
遊
し
て
詩
文
に
つ
い
て
大
変
な
賞
賛
を
受
け
た
。
特
に
紀

勻
は
洪
良
浩
と
同
甲
（
同
輩
）
と
い
う
こ
と
で
耳
溪
詩
集
序
と
文
集
序
を
書
い
て
与
え
る
こ
と
ま
で
し
た
。

朝
鮮
に
帰
国
後
は
吏
曹
判
書
（
吏
曹
と
は
、
朝
鮮
李
王
朝
に
お
い
て
行
政
実
務
を
担
当
し
た
六
曹
（
吏
曹
、
戸
曹
、
禮
曹
、
兵
曹
、

刑
曹
、
工
曹
）
の
ひ
と
つ
。
文
官
実
務
を
担
当
し
た
。
判
書
は
各
曹
の
長
官
職
で
あ
り
正
二
品
に
担
当
す
る
）
と
な
り
、
一
七
九
九

年
に 

両
館
大
提
学
を
兼
任
。
一
八
○
一
年
に
は
、
判
中
枢
府
事
も
兼
ね
た
（
従
一
品
。
中
枢
府
と
は
武
官
の
最
高
機
関
に
し
て
名

誉
職
。
そ
こ
の
名
目
上
の
責
任
者
。
兼
任
を
基
本
と
す
る
）。

学
問
と
文
章
に
優
れ
、「
英
祖
實
錄
」「
國
朝
寶
鑑
」「
羹
墻
錄
」「
同
文
彙
考
」
な
ど
の
編
纂
を
主
管
し
、
中
国
で
蒐
集
し
た
考
証

学
を
普
及
さ
せ
た
。
地
方
官
と
し
て
出
た
際
に
は
治
山
治
水
に
尽
力
し
、
通
信
使
一
行
に
頼
ん
で
取
り
寄
せ
た
日
本
の
桜
を
ソ
ウ
ル

牛
耳
洞
に
植
樹
し
た
り
も
し
た
。『
耳
溪
集
』
を
は
じ
め
、「
六
書
經
緯
」「
群
書
發
排
」「
格
物
解
」「
七
情
辨
」「
海
東
名
将
伝
」「
高

麗
大
事
記
」「
興
王
肇
乘
」「
朔
方
拾
遺
」「
北
塞
記
畧
」
な
ど
の
多
く
の
著
述
を
残
し
て
い
る
。

資
料

「
太
史
氏
自
序
」『
耳
溪
集　

第
一
八
』
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史
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史
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史
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史
話
』（
第
三
編
）
京
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：
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耳
溪
洪
良
浩
撰
『
北
塞
記
畧
』
譯
注
（
一
）

凡
例

段
落
ご
と
に
【
正
文
】
に
よ
り
原
文
を
挙
げ
、
必
要
な
場
合
は
【
校
】
に
て
校
点
を
示
す
。【
和
訓
】
を
付
し
た
の
ち
、
必
要
な

場
合
は
【
釈
語
】
に
て
語
釈
を
行
う
。【
現
代
語
】
を
示
し
、
更
に
必
要
な
場
合
は
【
解
説
】
を
付
し
た
。【
正
文
】【
和
訓
】
及
び

正
文
の
引
用
に
お
い
て
は
原
文
の
ま
ま
の
正
字
体
を
使
用
。
必
要
な
場
合
は
〔　

〕
に
よ
り
仮
名
あ
る
い
は
ハ
ン
グ
ル
に
よ
る
音
を

示
し
た
。

北
塞
記
畧

孔
州
風
土
記

（
一
）

【
正
文
】

摩
天
嶺
。
盤
據
端
川
吉
州
之
間
。
南
北
道
分
焉
。
南
謂
之
南
關
。
北
謂
之
北
關
。

【
和
訓
】

摩
天
嶺
。
端
川
と
吉
州
の
間
に
盤
據
す
。
南
北
道
を
焉
に
分
か
つ
。
南
は
之
れ
を
南
關
と
謂
ひ
、
北
は
之
れ
を
北
關
と
謂
ふ
。
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【
釈
語
】

孔
州
：
咸
鏡
北
道
、
今
の
慶
興
よ
り
少
し
く
南
方
の
古
邑
。

摩
天
嶺
：
摩
天
嶺
山
脈
。
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
、
白
頭
山
の
南
東
か
ら
咸
鏡
北
道
、
咸
鏡
南
道
、
両
江
道
の
境
界
を
ほ
ぼ

南
北
に
走
っ
て
東
海
岸
に
至
る
山
脈
。
朝
鮮
半
島
で
最
も
高
峻
な
山
々
が
連
な
り
、
鴨
緑
江
と
豆
満
江
の
各
支
流
の
分
水
嶺
を
な

す
。

端
川
：
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
咸
鏡
南
道
の
都
市
。

吉
州
：
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
、
咸
鏡
北
道
南
部
の
郡
。
摩
天
嶺
山
脈
中
か
ら
発
し
て
日
本
海
へ
至
る
南
大
川
沿
い
の
峡
谷

平
野
を
除
く
と
、
大
部
分
険
峻
な
山
地
に
覆
わ
れ
て
い
る
。
高
麗
時
代
睿
宗(

一
○
七
九―

一
一
二
二
、
第
一
六
代
高
麗
王
、
在

位
一
一
○
五―

一
一
二
二
）
の
時
に
尹
瓘
〔
い
ん
か
ん
〕
が
女
真
族
を
追
い
出
し
て
、
高
麗
王
國
の
東
北
部
沿
岸
一
帯
に
築
い
た

九
城
の
一
。
吉
州
の
ほ
か
、
咸
州
、
福
州
、
雄
州
、
英
州
、
通
泰
州
、
真
陽
鎮
、
祟
寧
鎮
、
公
嶮
鎮
か
ら
成
る
。
中
心
地
の
吉
州

邑
は
、
咸
鏡
線
か
ら
恵
山
、
茂
山
方
面
へ
至
る
鉄
道
の
分
岐
点
と
し
て
も
発
達
し
た
。

【
現
代
語
】

摩
天
嶺
は
端
川
と
吉
州
の
間
に
盤
據
し
、
咸
鏡
南
道
と
咸
鏡
南
北
道
の
分
岐
点
で
あ
る
。
摩
天
嶺
の
南
側
を
南
關
と
言
い
、
北
側

を
北
關
と
言
う
。

（
二
）

【
正
文
】

北
關
列
郡
有
十
。
曰
吉
州
、
明
川
、
鏡
城
、
富
寧
、
會
寧
、
鍾
城
、
茂
山
、
穩
城
、
慶
源
、
慶
興
也
。

(10)
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【
和
訓
】

北
關
郡
を
列
﹇
つ
ら
ぬ
﹈
る
こ
と
十
有
り
。
曰
く
吉
州
、
明
川
、
鏡
城
、
富
寧
、
會
寧
、
鍾
城
、
茂
山
、
穩
城
、
慶
源
、
慶
興
な
り
。

【
現
代
語
】

北
關
に
は
十
の
郡
が
有
る
。
吉
州
、
明
川
、
鏡
城
、
富
寧
、
會
寧
、
鍾
城
、
茂
山
、
穩
城
、
慶
源
、
慶
興
で
あ
る
。

甲
州
：
咸
鏡
南
道
今
の
甲
山
。

（
三
）

【
正
文
】

鏡
城
以
北
謂
之
六
鎭
。
六
邑
分
列
於
豆
滿
江
邊
。
曰
會
寧
、
鍾
城
、
茂
山
、
穩
城
、
慶
源
、
慶
興
也
。

【
和
訓
】

鏡
城
以
北
を
之
れ
六
鎭
と
謂
ふ
。
六
邑
は
分
か
ち
て
豆
滿
江
邊
に
列
す
。
曰
く
會
寧
、
鍾
城
、
茂
山
、
穩
城
、
慶
源
、
慶
興
な
り
。

【
現
代
語
】

鏡
城
以
北
を
六
鎮
と
言
う
。
六
邑
は
そ
れ
ぞ
れ
豆
満
江
辺
に
な
ら
ぶ
。
會
寧
、
鍾
城
、
穩
城
、
慶
源
、
慶
興
で
あ
る
。

【
解
説
】

鏡
城
：
咸
鏡
南
道
今
も
同
名
。

六
鎭
：
世
宗
の
時
代
に
女
真
族
の
侵
入
に
備
え
て
設
け
ら
れ
た
六
箇
の
軍
事
拠
点
。

(11)
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（
四
）

【
正
文
】

　

慶
興
古
孔
州
之
地
。
昔
有
人
掘
得
銅
印
。
而
文
曰
、
匡
州
防
禦
使
印
。
故
一
號
匡
州
云
。
初
設
慶
源
府
於
孔
州
。  

世
宗
十
年
、

移
治
於
會
叱
家
之
地
、
以
距
孔
州
古
地
、
隔
遠
難
守
、
復
修
孔
州
古
城
、
析
置
萬
戶
、
兼
孔
州
等
處
僉
節
制
使
、
十
七
年
割
傍
近

民
戸
三
百
屬
之
、
置
孔
城
縣
。
以
僉
使
兼
縣
事
。
十
九
年
以　

穆
祖
肇
基
之
地
、
陞
爲
郡
、
改
稱
慶
興
、
二
十
五
年
更
廣
其
城
。

陞
爲
都
護
府
。

【
和
訓
】

慶
興
、
古
は
孔
州
の
地
。
昔
人
の
掘
り
て
銅
印
を
得
る
有
り
。
而
て
文
に
匡
州
防
禦
使
印
と
曰
く
。
故
に
一
に
匡
州
と
號
す
と

云
ふ
。
初
め
慶
源
府
を
孔
州
に
設
く
。
世
宗
十
年
、
會
叱
家
の
地
に
移
し
て
治
む
、
以
て
孔
州
古
地
と
距
つ
。
隔
遠
に
し
て
守
り

難
け
れ
ば
な
り
。
復
た
孔
州
古
城
に
修
し
め
る
。
萬
戶
を
析
置
し
、
孔
州
等
の
處
に
僉
節
制
使
を
兼
ね
る
。
十
七
年
傍
近
の
民
戸

三
百
を
割
き
之
に
屬
し
、
孔
城
縣
を
置
き
、
僉
使
を
以
て
縣
事
を
兼
ね
さ
し
む
。
十
九
年
穆
祖
肇
基
の
地
た
る
を
以
て
、
陞
せ
て

郡
と
爲
す
。
慶
興
と
改
稱
し
、
二
十
五
年
更
に
其
の
城
を
廣
む
。
陞
せ
て
都
護
府
と
為
す
。

【
釈
語
】

穆
祖
：
李
安
社
。
李
氏
朝
鮮
の
初
代
君
主
で
あ
る
太
祖
李
成
桂
の
高
祖
父
。
元
か
ら
遼
陽
等
処
行
中
書
省
の
開
元
路
の
斡
東
（
알

동
、
慶
興
の
豆
満
江
対
岸
で
現
在
ロ
シ
ア
領
）
の
ダ
ル
ガ
チ
（
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
官
職
名
、
ジ
ャ
ル
グ
チ
・
ビ
チ
ク
チ
と
並
ぶ
重

要
官
職
で
あ
り
各
々
の
領
地
の
民
政
統
治
官
、
行
政
長
官
と
し
て
の
業
務
を
行
う
）
に
任
命
さ
れ
た
。

都
護
符
：
高
麗
お
よ
び
朝
鮮
李
王
朝
時
代
に
設
置
さ
れ
た
辺
境
防
備
の
た
め
の
行
政
機
関
。

郡
：
古
代
か
ら
設
置
さ
れ
て
い
た
地
方
行
政
単
位
で
あ
り
、
州
や
道
の
下
位
に
属
し
県
よ
り
大
き
な
単
位
。

県
：
古
代
か
ら
設
置
さ
れ
て
い
た
地
方
行
政
単
位
で
あ
り
、
州
や
道
の
下
位
に
属
す
る
。
中
央
か
ら
は
守
令
が
派
遣
さ
れ
る
中
で

(12)
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は
最
小
の
単
位
。

城
：
城
塞
都
市
。

【
現
代
語
訳
】

慶
興
は
以
前
は
孔
州
と
言
っ
た
。
昔
銅
印
を
掘
り
当
て
た
人
が
い
て
、
そ
の
銅
印
に
は
匡
州
防
禦
使
印
と
書
か
れ
て
い
た
。
し

た
が
っ
て
、
こ
の
あ
た
り
を
一
名
で
は
匡
州
と
言
う
。
最
初
は
慶
源
府
と
い
う
役
所
を
孔
州
に
設
け
た
。
世
宗
十
年
（
一
四
二
八
）、

會
叱
家
の
地
に
府
を
移
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
府
が
孔
州
の
古
地
と
隔
て
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
隔
た
り
遠
い
と
こ
ろ
に
あ
る
た

め
防
御
が
難
し
く
、
も
う
一
度
孔
州
古
城
に
府
を
移
し
た
。
万
戶
を
設
置
し
、
孔
州
等
と
の
僉
節
制
使
を
兼
ね
さ
せ
た
。
世
宗

十
七
年
（
一
四
三
五
）
近
隣
の
民
家
三
百
を
割
い
て
之
に
属
さ
せ
、
孔
城
県
を
置
い
た
。
僉
使
が
県
事
を
兼
ね
さ
せ
た
。
世
宗

十
九
年
（
一
四
三
七
）
穆
祖
開
業
の
地
と
い
う
こ
と
で
郡
に
昇
格
し
た
。
慶
興
と
改
称
し
、
世
宗
二
十
五
年
（
一
四
四
三
）
更
に

城
を
廣
げ
都
護
府
に
昇
格
さ
せ
た
。

【
解
説
】

慶
興
は
古
名
を
孔
州
も
し
く
は
匡
州
と
言
っ
た
。
長
ら
く
女
真
族
の
地
で
あ
っ
た
が
、
高
麗
の
尹
瓘
が
女
真
を
追
い
出
し
、
城
を

築
き
公
險
鎭
內
防
禦
所
を
作
っ
た
。
穆
祖
（
太
祖
李
成
桂
の
高
祖
父
）
が
王
業
の
基
盤
を
開
始
し
た
地
で
も
あ
る
た
め
、
慶
興
と

改
称
さ
れ
た
経
緯
を
謂
う
。

（
五
）

【
正
文
】

置
四
鎭
於
境
內
、
在
北
二
十
六
里
曰
撫
夷
堡
。
在
南
三
十
五
里
曰
造
山
堡
。
在
西
三
十
七
里
曰
阿
吾
地
堡
。
在
南
六
十
里
曰
西
水

羅
堡
、
幷
置
萬
戶
。
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【
和
訓
】

四
鎭
を
境
內
に
置
く
。
在
北
二
十
六
里
を
撫
夷
堡
と
曰
う
。
在
南
三
十
五
里
を
造
山
堡
と
曰
う
。
在
西
三
十
七
里
を
阿
吾
地
堡
と

曰
う
。
在
南
六
十
里
を
西
水
羅
堡
と
曰
う
。
幷
せ
て
萬
戶
を
置
く
。

【
現
代
語
訳
】

四
鎮
を
境
內
に
置
く
、
在
北
二
十
六
里
（
約
一
〇
．
一
九
二
キ
ロ
。
一
里
は
三
九
二
メ
ー
ト
ル
で
日
本
の
一
里
の
約
一
〇
分
の

一
に
相
当
す
る
）
を
撫
夷
堡
と
言
う
。
在
南
三
十
五
里
（
一
三
．
七
二
〇
キ
ロ
）
を
造
山
堡
と
言
う
。
在
西
三
十
七
里
（
一
四
．

五
〇
四
キ
ロ
）
を
阿
吾
地
堡
と
言
う
。
在
南
六
十
里
（
二
三
．
五
二
〇
キ
ロ
）
を
西
水
羅
堡
（
慶
興
）
と
言
う
、
あ
わ
せ
て
萬
戸

を
置
く
。

【
解
説
】

四
鎮
お
よ
び
阿
吾
地
堡
、
撫
夷
堡
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
成
宗
貫
禄
二
十
四
年
（
一
四
九
三
）
に
次
の
記
載
が
あ
る
。「
阿
吾
地

距
撫
夷
堡
不
遠
撫
夷
之
民
入
保
於
阿
吾
地
民
多
無
家
可
容
、
故
設
土
宇
、
以
居
之
。
請
加
築
撫
夷
城
。
子
低
微
處
、
仍
留
防
以
除

其
弊
」（
阿
吾
地
は
撫
夷
堡
か
ら
遠
か
ら
ず
し
て
、
撫
夷
の
民
は
阿
吾
地
に
入
保
す
る
も
、
民
多
く
は
家
の
容
る
べ
き
も
の
無
く
、

故
に
土
宇
を
設
け
て
以
て
之
に
居
ら
し
む
。
撫
夷
城
を
加
築
せ
ん
こ
と
を
請
う
。
子
の
低
微
に
處
る
も
の
は
、
仍
ち
留
防
し
以
て

其
の
弊
を
除
か
ん
と
す
）

（
六
）

【
正
文
】

慶
興
緣
山
爲
城
、
城
臨
豆
江
。
南
連
滄
海
。
盖
我
國
東
北
地
盡
頭
、
而
府
城
居
中
。
四
鎭
環
珙
。
如
碁
布
星
列
。
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【
和
訓
】

慶
興
に
緣
る
山
を
城
と
爲
す
。
城
は
豆
江
を
臨
む
。
南
は
滄
海
に
連
な
る
。
盖
し
我
が
國
の
東
北
の
地
の
盡
頭
、
而
る
に
府
城
の

居
中
に
し
て
、
四
鎭
環
珙
す
る
こ
と
碁
を
星
列
に
布
す
る
の
如
し
。

【
現
代
語
訳
】

慶
興
に
連
な
る
山
を
城
（
城
壁
）
と
す
る
。
城
は
豆
滿
江
を
臨
む
。
南
は
滄
海
に
連
な
る
。
お
そ
ら
く
朝
鮮
の
東
北
の
地
の
果
て

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
府
城
（
府
の
首
都
）
の
中
心
で
あ
ろ
う
。
四
鎭
が
並
ぶ
様
は
碁
石
を
星
点
（
盤
上
の
黒
点
）
に
布
す
よ
う
で

あ
る
。

（
七
）

【
正
文
】

孔
州
極
北
不
毛
之
地
也
。
三
春
無
花
。
八
月
見
雪
。
衣
無
纊
絮
、
食
惟
黍
粟
、
而
地
踔
遠
人
民
希
。
瘠
土
無
積
聚
、
大
與
中
國
之

上
郡
北
地
俗
相
類
。
久
爲
女
眞
野
人
之
所
據
。
多
有
被
鄙
之
風
。
其
利
樺
皮
麻
布
貂
豽
之
皮
。

【
和
訓
】

孔
州
は
極
北
に
し
て
不
毛
の
地
な
り
。
三
春
花
無
し
。
八
月
に
雪
を
見
る
。
衣
は
纊
絮
無
く
、
食
は
惟
だ
黍
粟
の
み
。
而
る
に

地
は
踔
遠
に
し
て
人
民
希
れ
な
り
。
瘠
土
は
積
聚
〔
し
ゃ
く
じ
ゅ
〕
無
し
、
大
い
に
中
國
の
上
郡
北
地
と
俗
に
相
類
す
。
久
し

く
女
眞
野
人
の
據
す
る
所
と
爲
す
。
多
く
鄙
を
被
む
る
の
風
有
り
。
其
れ
樺
皮
麻
布
貂
豽
の
皮
を
利
す
。

【
釈
語
】

三
春
：
舊
暦
の
春
の
三
ヶ
月
。

(15)



熊本学園大学　文学・言語学論集　第21巻第２号（2014年12月25日） （157）― 45 ―

八
月
：
舊
暦
な
の
で
秋
の
初
め

纊
絮
：
わ
た
。
纊
は
新
し
い
綿
、
絮
は
古
い
綿
。

踔
遠
：
は
る
か
に
へ
だ
た
っ
て
い
て
遠
い
。『
史
記
』
貨
殖
篇
に
「
地
踔
遠
」（
地
は
踔
遠
）
と
い
う
用
例
が
あ
る
。

女
眞
野
人
：
中
国
明
代
に
お
け
る
女
眞
三
大
部
族
の
一
つ
。
明
代
女
眞
は
建
州
、
海
西
、「
野
人
」
の
三
部
に
分
か
れ
て
お
り
中

で
も
「
野
人
」
女
眞
が
最
も
北
方
に
位
置
し
、
勇
猛
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

　
　

上
郡
：
郡
名
。
陜
西
省
北
部
と
緩
遠
省
顎
爾
多
斯
左
翼
の
地
。
秦
よ
り
設
置
さ
る
。

　
　

北
地
：
地
名
。
今
の
寧
夏
省
及
び
甘
粛
省
東
部
を
含
む
地
。
秦
よ
り
設
置
さ
る
。

【
現
代
語
訳
】

孔
州
は
北
の
果
て
に
あ
る
不
毛
の
地
で
あ
る
。
春
の
う
ち
は
花
が
咲
く
こ
と
は
な
い
。
秋
の
初
め
に
は
雪
を
見
る
。
着
る
も
の

と
し
て
綿
は
新
し
い
の
も
古
い
の
も
無
く
、
食
べ
る
も
の
は
黍
や
粟
の
み
で
あ
る
。
は
る
か
に
遠
い
場
所
に
あ
る
の
で
人
は
ほ

と
ん
ど
い
な
い
。
瘠
土
は
積
聚
無
く
、
中
国
の
上
郡
北
地
と
よ
く
似
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
長
い
こ
と
女
真
野
人
に
よ
っ
て

占
領
さ
れ
て
お
り
、
た
い
へ
ん
賤
し
ま
れ
て
い
る
よ
う
な
雰
囲
気
も
あ
る
。
白
樺
の
皮
、
麻
布
、
貂
豽
の
皮
と
い
う
天
然
資
源

に
恵
ま
れ
て
い
る
。

【
解
説
】

　

小
倉
進
平
『
咸
鏡
南
北
道
方
言
』（
朝
鮮
語
學
会
、
一
九
二
七
）
の
記
述
を
以
下
に
引
用
す
る
。

高
麗
起
こ
つ
て
半
島
に
臨
む
や
、
北
境
は
女
眞
族
の
侵
寇
に
悩
さ
れ
、
睿
宗
の
時
に
は
彼
の
尹
瓘
の
北
征
と
な
つ
た
。
隨
つ
て

當
時
の
咸
鏡
道
は
高
麗
女
直
の
爭
奪
地
と
化
し
、
咸
鏡
附
近
以
北
の
地
は
結
局
之
を
女
眞
に
割
譲
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
に
な
つ

た
。
蒙
古
興
る
に
及
び
、
金
を
亡
ぼ
し
、
次
い
で
高
麗
の
北
邊
を
侵
し
、
咸
鏡
に
哈
蘭
府
を
置
い
た
。
其
の
後
李
成
桂
の
高
麗
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を
亡
ぼ
し
、
北
境
に
孔
鏡
吉
等
七
州
を
置
い
て
よ
り
、
此
の
地
方
は
永
く
朝
鮮
の
領
有
に
歸
す
る
に
至
つ
た
が
、
其
の
後
と
雖

も
尚
ほ
女
眞
人
の
半
島
内
に
侵
入
す
る
も
の
頗
る
多
く
、
爭
闘
絶
間
無
く
、
世
宗
の
と
き
に
は
國
境
に
所
謂
六
鎭
を
設
け
し
め

た
こ
と
さ
へ
あ
る
。
然
る
に
女
眞
の
一
族
た
る
奴
兒
哈
赤
（
清
太
祖
）
が
崛
起
し
、
間
島
地
方
を
平
定
す
る
に
及
び
盛
ん
に
其

の
地
方
に
於
い
て
壮
丁
を
徴
し
た
の
で
、
女
眞
人
の
難
を
鮮
内
に
避
く
る
者
多
く
、
國
境
地
方
は
復
々
彼
ら
の
侵
寇
を
蒙
る
に

至
つ
た
。
然
る
に
其
の
後
清
太
祖
は
支
那
中
原
に
進
出
し
た
の
で
、
國
境
方
面
は
し
ば
ら
く
事
無
き
を
得
た
。（
四
頁
）

〔
二
○
一
四
年
九
月
〕
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